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岡山県と言えば

☆芸能人・有名人
高橋大輔（男子フィギュアスケート）
稲葉浩志（Ｂ‘ｚ）
星野仙一（元東北楽天ゴールデンイーグルス監督）
千鳥（お笑い芸人）
桃太郎

☆名産品
白桃、マスカットオブアレキサンドリア、吉備団子

☆観光地
後楽園（日本三大名園）、倉敷美観地区、瀬戸大橋

☆その他
備前焼、県庁所在地における降水量１mm未満の日が
全国最多！「晴れの国おかやま」

岡山県人口 約１９２万人
岡山市人口 約 ７２万人
倉敷市人口 約 ４８万人

（参考：岡山県毎月流動人口調査平成28年9月1日）



本日の内容

１ 県健康増進計画
２ 保険者協議会と連携した取り組み

・がん検診と特定健診同時実施の推進

３ 特定保健指導初回面接分割実施の推進
４ ナッジ理論を用いた受診率向上施策

© 岡山県マスコット「ももっち」



１ 県健康増進計画の概要

全ての県民が健康で生きる喜びを感じられる長寿社会の実現

②身体活動・
運動

③休養・
こころの健康 ④飲 酒

⑤喫 煙

⑥歯と口
の健康

①生活習慣病の予防の
発症予防と重症化予防

②社会生活を営むために
必要な心身機能の維持及び向上

③健康を支え、守るため
の社会環境の整備

基本的
な方針

個人
家庭

地域
（住民）

学校 職場 保険者
それぞれ
の役割

関係機関
関係団体

マスメディア

民間企業 行政

第２次健康おかやま２１（平成２５～３４年度）
健康おかやま21

・不規則な生活
・暴飲暴食
・運動不足等

適正体重を維持している
者の増加

★日常生活における歩数の
増加

★成人の喫煙率の減少
★がん検診の受診率の向上
★特定健診・特定保健指導
の実施率の向上

★高血圧の改善 等

目標（例）

がん、
糖尿病
脳血管疾患
・心疾患

基本理念

①栄養・
食生活



○がん検診の受診率

肺がん 男性35.1% → 54.9%

女性36.3% → 51.6%

大腸がん 男性31.6% → 45.1%

女性30.4% → 41.4%

○食塩摂取量 10.3ｇ → 9.5ｇ

○生活習慣病のリスクを高める飲酒を
している者の割合

女性 11.2% → 4.6%

○未成年者の喫煙の割合

高校生男子 3.3% → 0.2%

高校生女子 1.2% → 0.2%

○80歳で自分の歯を20歯以上

持っている者の割合

32.0% → 42.8%

○糖尿病が強く疑われる者の割合
8.9% → 12.8%

○適正体重を維持している人
20～60歳代男性の肥満者の割合

26.9% → 33.1%
40～60歳代女性の肥満者の割合

19.3% → 24.7%
○野菜摂取量

291.2ｇ → 262.3ｇ

○朝食を毎日食べる者の割合
小学生 94.3% → 91.7%
中学生 89.2% → 85.3%

○運動習慣者の割合（２０～６４歳）
男性 28.5% → 14.7%
女性 18.7% → 10.6%

改善している主な指標 悪化している主な指標



【出典】全保険者 厚生労働省：特定健康診査・特定保健指導・メタボリックシンド
ロームの状況

市町村国保国保中央会：特定健康診査・特定保健指導実施状況概況 報告書
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（出典）全保険者 厚生労働省：特定健康診査・特定保健指導・メタボリックシンドロームの状況
市町村国保国保中央会：特定健康診査・特定保健指導実施状況概況 報告書

特定保健指導実施率

7.7%

12.3%
13.1%

15.0%
16.4%

17.7% 17.8% 17.5%
21.7%

19.9%

5.8%

11.7%
12.6%

14.8%

16.6%

18.2%
19.5% 18.5%

20.3%

14.1%

19.5% 19.3% 19.4% 19.9%

23.7%
24.4%

25.1%
26.3% 26.9%

9.0%

15.6%

12.5% 11.8% 12.2%
12.5% 13.3% 13.3%

12.6% 13.2%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

全国（全保険者） 岡山県（全保険者） 全国（市町村国保） 岡山県（市町村国保）

岡山県
（46位）



２保険者協議会と連携した取り組み

保険者協議会構成員：国保、健保、共済、広域連合の各医療保険者

保険者協議会
（１）集合契約の締結事務

（２）ホームページの更新と充実

企画調査部会
（１）データヘルス推進事業

・特定健診データ分析（協会けんぽ＋国保）

・第2期データヘルス計画における効果を上げる取り組み研修会

（２）医療計画、医療費適正化計画の策定等に関する調査及び分析

保健活動部会
（１）特定健診等受診率向上のための普及啓発事業

•広報啓発グッズを作成し、街頭広報活動（2回）

（２）特定保健指導実践者育成研修会

・初任者、経験者コース（各1回）

（3）がん検診・特定健診を同時実施できる医療機関リストの

情報提供（岡山県医師会と連携）



特定健診・がん検診の同時実施 概要
－がん検診と特定健診の同時実施による受診促進－

◎がん検診と特定健診の実施機関情報の共有化

「がん検診と特定健康診査の同時実施による受診促進について」
（平成21年10月都道府県向け事務連絡）



特定健診・がん検診の同時実施を行う医療機関の一覧表を作成。
健診事業は例年５月頃から開始する保険者があるため、この時期までに行う。

目的
特定健診とがん検診の情報の共有化を図ることにより、健診実施主体が健 (検)診
の情報を対象者にわかりやすく周知し、受診率の向上を促す。

作成後は、各市町村・各保険者へ情報提供する
とともに、ホームページに掲載。⇒周知

健診情報の共有化 県の取り組み



おかやま健康づくりアワード２０１９

目 的

県民や企業などが健康づくり
に積極的に取り組む機運の醸成
を図り、多様な担い手による健
康づくりの県民運動が展開され
るようにアワードを実施した。

日 程 令和元年９月２２日（日）

内 容

東口駅前広場
・健康づくりに関連する団体による健康フェア
・ブース展示、骨密度測定、簡易な身体測定等

三木記念ホール
・知事表彰（健康経営に取り組む企業や健康づくりの優良実践団体）
・講演「健康な長寿を目指して」
・シンポジウム「健康づくりの為に私達が取り組んでいること」

三木記念ホールで
真庭版ラジオ体操



３特定保健指導初回面接分割実施の推進

目的

健診受診当日に初回面接に着手することにより、特定保健指導
の実施率向上を図る。

現状
６月 県内の現状把握（アンケート）

平成３０年度～ １２市町村
令和元年度～ ８市町村 計２０市町村が実施

⇒実施していない７市町村にも呼びかけ

今後の目標

県内の初回面接実施率１００％ 特定保健指導の実施率向上

特定健診 初回面接① 初回面接②
３か月以上の
継続的な支援

実績評価

※②は①の実施後
遅くとも３か月以内

※実績評価は②から換算
して３か月経過後に実施



４ナッジ理論を用いた受診率向上施策

「選択肢を制限せずに、人の行動を促す（誘導する）方法」ナッジ

人間の意思決定

直 観 的
不合理的

論理的
合理的

・本能的
・感情的
・疲れない
・速い思考
・無意識行動
・マルチタスク対応

９５％

５％

こ
の
心
理
に
着
目

※行動科学において

◎心理的バイアスに着目したアプローチで
行動変容を促す。
Easy：意思決定のプロセスを簡単に
Attractive：正しいインセンティブ
Social：周囲からの影響
Timely：勧奨のタイミング

※厚生労働省発行



演 題：「ソーシャルマーケティングやナッジ理論を活用した特定健診・がん
検診の受診率向上対策について～対象者に応じた受診勧奨の方法～」

講 師： 株式会社 キャンサースキャン 塚田 善紹
日 時： 令和元年８月２８日（水）
対象者： 健診業務に従事する市町村及び保健所職員
内 容： ・未受診者対策、受診勧奨の考え方

・資材作成のコツ
・効果的な受診勧奨の方法
・他県の成功事例等。

写真

例）ナッジ理論を活用した資材作成

活用メッセージ通常メッセージ

グループワークを含む
2時間の講義

特定健診・がん検診受診率向上のための研修会



特定健診受診率向上から糖尿病性腎症重症化予防

• 関係団体と連携し、普及啓発、市町村の健康課題の見える化、人材育成のための研修会、

地域の実情に合った効果的な活動を県内全域で実施。

保険者協議会、岡山大学、岡山県医師会と顔の見える連携

ポピュレｰションアプローチとハイリスクアプローチ

岡山県における取組と今後

・国保レセプトデータや健診データの分析等を行い、健康課題を把握。
保健指導用のちらしを活用し、質の高い保健指導の実施。

・みなし健診の活用。

・ ヘルス部門によるまち全体の健康づくりを行う中でのハイリスクアプローチ


